
〒050-0073	
室蘭市宮の森町4-9-7	

📞 0143-44-3851

2023

8/13
　カトリック東室蘭教会広報誌　毎月第2日曜発行

食堂・満席

親愛なる兄弟姉妹の皆さん 
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　「正義と平和を大河のように」 が、 今年のエキュメニカル

行事 「被造物の季節」(訳注: 日本のカトリック教会では「す

べてのいのちを守るための月間」の名称を用いる) のテー

マで、預言者アモスのことば、「正義を洪水のように、 恵み

のわざを大河のように、尽きることなく流れさせよ」 (524) か

ら着想を得たものです。 

　アモスが鮮やかに描くこの光景は、神が何を望んでおら

れるのかを物語っています。 神は正義の支配を望んでお

られます。その正義の支配は、わたしたち神の似姿として

造られた子らのいのちにとって、肉体の維持に水が必要

なのと同様に不可欠なものです。この正義は必要な場所

へ現れ出るべきもので、わたしたちを支えるものとなること

なく、地下にとどまったままであったり、蒸発してしまったり

する、水のようであってはなりません。神が望むのは、一人

ひとりが、それぞれの状況において正義の人となるよう努

めること、神のおきてに従って生きるようつねに力を尽くし

て、いのちが十全に花開くようにすることです。わたしたち

が何よりもまず神の国を求め (マタイ6・33 参照)、神との､

人類との、自然とのしかるべき関係を保つなら、正義と平

和は、尽きることのない清水のように流れ出て、人類とす

べての被造物を養うことができるのです。 

　2022年7月のある晴れた夏の日、カナダのアルバータ州

のサンタンヌ湖への巡礼中に、わたしはこうしたことを思い

巡らしていました。その湖は、何世代にもわたって先住民

の巡礼地だった場所で、今でもそれは変わりません。 あ

のとき、太鼓の音が止んでから、次のように申し上げまし

た。 「どれほどの心が、人生の重荷を背負い、あえぎ求め

てここにたどり着き、この水になぐさめを、 前に進む力を得

たことでしょう。 ここでもまた、被造界に身を置くわたしたち

に、別の鼓動が、 母なる地球の鼓動が聞こえてきます。母

の胎にあるうちから、赤ん坊の鼓動が母親の鼓動と調和す

るように、人間として成長するためには、わたしたちのいの

ちのリズムを、わたしたちにいのちをもたらす被造物のリズ

ムと調和させなければなりません」 

　今年の被造物の季節には、自分の鼓動、母や祖母の鼓

動、被造物の鼓動、神の鼓動、そうした鼓動に耳を傾けて

ください。今日、こうした鼓動はばらばらで､正義と平和のう

ちに調和していません。この大河から水をくめずにいる人

が、あまりにも多すぎます。ですからわたしたちは、環境不

正義と気候不正義の犠牲者の側に立ちなさいとの声に、 

被造物に対するこの愚かな戦いを終わらせなさいとの声

に耳を傾けなければなりません。 

　この戦いの影響は、干上がった多くの河川に表れていま

す。かつてベネディクト十六世は、「内的な意味での荒れ

野があまりにも広大であるがゆえに、外的な意味での世の

荒れ野が広がっています」と述べています。人々の利己心

にあおられた貪欲な消費主義が、地球の水循環を狂わせ

ています。化石燃料の無節操な消費と森林伐採は、温暖

化と深刻な干ばつを引き起こしています。地方の小さな集

落から大都市に至るまで、悲惨な水不足が家庭に深刻な

影響を与えています。さらには、強奪的な企業は、石油や

ガス採掘ための水圧破砕法 (フラッキング)、見境のない巨

大採掘事業、集約畜産といった過激な手法で、わたした

ちの飲料用水源を枯らし、汚染しています。 聖フランシス

コがいうところの 「姉妹である水」 は略奪され、 「市場の法

則に従う一商品」 (回勅 『ラウダート・シ』30) へと変えられ

ています。 

　国連の気候変動に関する政府間パネル (IPCC) は、 直

ちに気候変動対策を講じれば、より持続可能で公正な世

界を築く機を逸することはないと認めています。わたしたち

は、最悪の事態を未然に防ぐことができるのであって、そう

しなければなりません。 「本当に、 多くのことができるので

す」(同180)。無数の細流や渓流のように、わたしたちもい

ずれは合流して一つの大河に流れ込み、この驚くべき地

球のいのちと人類家族のいのちを､これから先何世代にも

わたって潤せるのかーー。手を取り合って、正義と平和の

流れが地球全体を巡るよう、果敢に歩んでいきましょう。 

　今年の「被造物の季節」に、正義と平和の大河のために

わたしたちはどんな貢献ができるでしょうか。わけてもキリ

スト教会として､わたしたちの共通の家を回復させ、そこに

再びいのちが満ちあふれるよう、何ができるでしょうか。 決

意をもってわたしたちは、自らの心を、ライフスタイルを、こ

の社会を運営する公共政策を変えていかなければなりま

せん。 

　まずは、わたしたちの心を変えることで、この大河に貢献

しましょう。なんであれ変革を始めるなら、心を変えることは

不可欠です。それは、聖ヨハネ・パウロ二世がわたしたち

に促した「エコロジカルな回心」です。被造物とわたしたち
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 支援に感謝
こっとん俱楽部一同


　「ＯＰＣ」の集まりから始まった「こっとん俱楽部」の設立も七年目に
入りました。

　今は会員十一名となり、寄贈されました布・材料を様々なアイデアを駆
使して商品を作り月１回ミサ後に販売しております。教会の皆様には応援
購入をいただき心から感謝しています。売り上げは教会を通して、災害・
貧困者支援　他に寄付しており、皆様の暖かい支援の賜物と思います。

　先日、隣接している「ツルハ」の開店の客層を狙って「こっとん俱楽部」
主催のチャリティーバザーを開催しました。ポスターやチラシ配りなどし
て呼び込みを、友人、隣人などの訪れにほほが緩み暑さの中で会員メン
バーがそれぞれの役割で頑張り、２３，３７０円　の　暖かい支援の成果
となりました。そして地域との交わりの場でもありました。今後共ご支援
宜しくお願い致します。
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被造物を大切にする世界祈願日

曜 午　　　前 午　　　後
1 金
2 土 掃除（蘭岳）
3 日 ミサ　9:30　典礼（蘭岳）　
4 月
5 火 OPC 10:00
6 水 こっとん倶楽部　10:00
7 木 キリスト教講座①18:00
8 金
9 土 ミサ 10:00  キリスト教講座②  11:00  掃除（蘭岳）
10 日 苫小牧地区信徒大会　（苫小牧市民会館）教会出発8:00
11 月 　　
12 火 OPC 10:00
13 水 こっとん倶楽部　10:00
14 木 キリスト教講座①18:00
15 金
16 土
17 日 ミサ　9:30　　典礼（白鳥）
18 月
19 火 OPC 10:00
20 水 こっとん倶楽部　10:00
21 木 キリスト教講座①18:00
22 金
23 土 ミサ 10:00 　キリスト教講座②　11:00 掃除（蘭岳）
24 日 集会祭儀 9:30　　典礼（楽山）きょうかいのバザー10:30 ～14：00
25 月
26 火 OPC 10:00
27 水 こっとん倶楽部　10:00
28 木 キリスト教講座①18:00
29 金
30 土 掃除（蘭岳）

2023年9月　教会行事予定表



2023年度第4回運営委員会 議事録　2023年8月6日㈰11:00～12:20 

　議事録１．は、開催日時は表題のとおりです。議事録３．は出席者名で省略します。 
３．報　告：	

3.1，8.9月の予定	
８月　６日	(日)　	主の変容、ミサ(簑島師、楽山地区典礼当番)	ミサ後8月の運営委員会	
８月１３日	(日)			年間第十九主日　	集会祭儀(蘭岳地区典礼当番)　例会日	
８月２０日	(日)			年間第二十主日　	集会祭儀(太平洋地区典礼当番)　ざっくばらんの会（集会後）	
８月２７日	(日)			年間第二十一主日	集会祭儀(白鳥地区典礼当番)	ミニ大掃除	
９月　３日	(日)  	年間第二十二主日	集会祭儀(蘭岳地区典礼当番)	ミサ後運営委員会	
９月 	10日	(日)   年間第二十三主日　苫小牧地区信徒大会（苫小牧市民会館）	
９月１７日	(日)  	年間第二十四主日　集会祭儀(白鳥地区典礼当番)	
９月２４日	(日)　	年間第二十五主日　集会祭儀(楽山地区典礼当番)	

※毎週の行事（変更の場合あり）	
　　・火曜日午前１０時～　OPC（パソコン教室）・水曜日午前１０時～　こっとん倶楽部	
　　・木曜日午後６時～キリスト教講座	　・土曜日午前10時～ミサ、その後第二、第四、キリスト教講座		

　3.2　8月からのミサの予定について		
　　主日のミサの予定は、第１主日：東室蘭教会、第２主日：登別教会、第４主日：室蘭教会	
　　第３主日は、３教会持ち回り：8月(登別教会)　その後は、この順序で持ち回り。第５主日：４教会合	
　　同ミサとする。平日のミサは、東室蘭教会：第二及び第四土曜日	
　3.4　財務報告　　　現時点では問題なし。	

４．議　事：	

4.1　教会のバザーについて	

・９／２４（日）１０：３０～１４：００、	
・ジュース・コーヒー・生ビール、焼き鳥、(バラ肉を買い、事前準備)	
・万国旗は低い位置に設定。これらの詳細は、9月の運営委員会で詳細決定	
・大売出しの旗、新規に2枚購入する　・	バザーの役割分担表を、掲示する　　	
・簡易テントは、4組あるのて゜各コーナーで相談する　	

　4.2　8月からのミサ、集会祭儀の典礼当番について(右の表に掲載）	

4.3　室蘭教会との合同墓参について	

　8/6日）14;00　望洋台共同墓集合	 司式　簑島神父様　千徳神父様	

　生花　2束用意	

4.4　伊達―苫小牧間貸切バス予約・他について	　　　　	

　・9/10(日) 	苫小牧地区信徒大会参加のため、悠々観光貸切バスを利用して	

　　伊達教会7:00➡室蘭教会7:40➡東室蘭教会8:00➡登別教会8:30➡苫小牧市民会館9:40➡15:30	

　　16:30登別教会➡17:00東室蘭教会➡17:20室蘭教会➡18:00伊達教会	

4.5　消火器新替えについて	

　　当教会内の常設消火器7本　　見積提出を業者に依頼。消防署点検までに新替えする	

4.6　当教会今後のミサの在り方について	

　　8/20(日)  	司教区内で開催中のミサをオンラインで見て、今後のミサの在り方を話し合いする	

4.7　協和ハウスから、自社のブルトーザを教会内の敷地に置かせてほしいと依頼あり。書類を取交し許
可する事とした	

4.8　コットン倶楽部野外販売(教会の庭) 	   	

　　　7/30	(日) 	実施した皆様のご協力により可成りの売上げあり、配分は後日決定処置する	

5．ミサ・集会祭儀の予定	
8/6   	簑島師　　8/13   	集会　　　8/20   	集会　　8/27  	集会	

9/3   	ライヤ師　9/10   	集会　　9/17   	集会　　9/24   	集会	

2023典礼・掃除当番の地区表

8月 9月 10月

１週 ミサ 楽山 蘭岳 太平洋

2週 集会 蘭岳 太平洋 白鳥

3週 集会 太平洋 白鳥 楽山

4週 集会 白鳥 楽山 蘭岳

5週

掃除 白鳥 蘭岳 楽山

との関係の刷新であり、被造物を利用し尽くす対象とみな

すのをやめ、むしろ、創造主からの神聖な贈り物として保

護するものとするのです。さらには、環境保全の実践への

総合的なアプローチには、四つの方法が求められること

を理解してください。それは、神に向かうもの、現在と未

来の兄弟姉妹に向かうもの､ すべての自然に向かうもの､

そして自分自身に向かうものです。 

　ベネディクト十六世は、これらのうちの最初のものに関

し、創造とあがないとは不可分であることの理解が急務で

あると指摘しました。 「あがない主は創造主です。 創造

主でありあがない主である神の偉大さを余すところなくの

べ伝えないのなら、わたしたちはあがないの価値を貶め

ることになります」 。創造とは、 この荘厳な妙なる地球とこ

の宇宙とを無から生み出した、 神の神秘で壮大なわざの

ことであるとともに、くみ尽くすことのできない贈り物として

わたしたちが享受している、今もなお続くそのわざの結果

のことでもあります。 「被造界という大聖堂」 での典礼や

個人の祈りの間には、多くの美を生「み出す「大芸術家」

であるかたを思い起こし、宇宙を創造するという愛のあふ

れる決断の神秘に思い巡らせましょう。 

　次は、わたしたちのライフスタイルを変えることで、この

大河に貢献しましょう。 創造主と被造物を感謝のうちに賛

美することから始め、わたしの兄弟、全地総主教ヴァルソ

ロメオスが促す「エコロジカルな罪」 を悔い改めましょう。 

この過ちは、自然界を、さらにはわたしたちの兄弟姉妹を

も傷つけるも神の恵みの助けをもって、 廃棄物を減らし、

不必要な消費を減らすライフスタイルを取り入れましょう。

生産過程が有害で持続不可能なものならば、なおさら削

減が必要です。経済にかかわる習慣や選択にはできるだ

け意識を向け、すべての人−－どこにいるかは関係なく、

そしてまだ見ぬ子孫をも含んだ、わたしたちの仲間です

−－がよりよくいられるようにしましょう。望ましい選択をす

ることで､今も続く神の創造に協力しましょう。その選択と

は、資源利用をできるかぎり控え、楽しく節約し、廃棄物

を適正に処理しリサイクルを行い、環境に優しく社会的責

任にかなう製品やサービスの利用へシフトチェンジすると

いったことです。 

　最後に、大河の流れを維持するには、社会の舵を取り、

今日と将来世代の若者の人生を左右する公共政策の変

革が必要です。一握りの人には法外な富をもたらし、大

多数には劣悪な状況を強いる経済政策は、平和と正義

の終焉を決定づけます。 富裕国が「エコロジカルな債

務｣ (「ラウダート・シ』 51)を積み上げてきていることは明ら

かです。 今年の11月30日から12月12日にドバイで開催さ

れる COP28(第28回気候変動枠組条約締約国会議) に

出席する世界の指導者たちは、科学に耳を傾け、化石燃

料の時代を終わらせるための迅速かつ公正な移行を開

始しなければなりません。 地球温暖化のリスクを抑制す

るという「パリ協定」での取り決めに照らせば、継続的な化

石燃料の探査とインフラ拡張を許容することなどあっては

ならないことです。気候変動の影響のいちばんの被害者

となる、貧しい人や次世代の子らに対するこの不正義を

止めるために声を上げましょう。わたしは善意あるすべて

の人に向けて､社会と自然について、このような姿勢で行

動するよう呼びかけたいと思います。 

　これと並んで、シノダリティに対するカトリック教会の取り

組みに特化する展望があります。今年は、「被造物の季

節」の最終日、聖フランシスコの記念日にあたる十月四日

が、シノダリティに関する世界代表司教会議(シノドス)の

開幕日と重なります。 2021年10月に始まったシノドスの

歩みは、無数の細流やより大きな渓流が流れ込む河のよ

うに、すべての構成員を、個人レベルでも共同体レベル

でも、省察と刷新の一本の大河へ加わるよう招いていま

す。 神の民全体が、対話と回心で成るシノドスの周囲を

取り込む旅路に迎えられているのです。 

　大小さまざまな支流をもつ河の流域のように、教会もま

た、流れの元は同じ水である、無数の地方教会、修道

会、諸団体で成る一つの共同体です。それぞれ、かけが

えのない固有の貢献をなし、いずれ、神のいつくしみ深

い愛の大海原へと流れ込むのです。一筋の川がその流

域の環境にとって生命線であるように、わたしたちのシノ

ドス流の教会は、共通の家とその住人すべてにとっての

生命線であるはずです。 そして川が、あらゆる動植物種

を生かすものであるように、シノドス流の教会は、それが

届けられるすべての場所に、正義と平和の水をまくこと

で、いのちをもたらすはずです。 

　2022年7月のカナダでわたしは、イエスが多くの人にい

やしとなぐさめをお与えになり、 「愛の革命」を告げたガリ

ラヤ湖を思いました。 センタンヌ湖もまた、いやしと、なぐ

さめと、愛の地であることを知り、その地で「友愛は隔たり

のある者たちを結ぶものならば本物であること、天から地

上に届けられた一つであるというメッセージは、違いを恐

れずに、 わたしたちを交わりへと、皆で再出発するため

の異なる者どうしの交わりへと招いていること、なぜなら、

だれもが――だれもがです旅を続ける者だからだ､という

ことに思い至りました」 。 

　今年の「被造物の季節」には、キリストに従う者としてシノ

ドスの歩みをともに進めつつ、 わたしたちの共通の家が

再びいのちの横溢を取り戻すために、生活し、働き祈りま

しょう。聖霊が今も水の面で・動き、「地の面が新たにな

る」 (詩編 10430 参照) よう わたしたちを導いてくださいま

すように。 

ローマ、サン・ジョヴァンニ・イン・ラテラノ大聖堂にて 
2023 5 13 
フランシスコ 
4(カトリック中央協議会事務局訳) 

7月11日、メリノール宣教会本部からこんにちは。
様々な天気ですー暑さ、大雨、高い湿度などです。
旅は東室蘭教会からニューヨーク市内のメリノール
ハウスまでちょうど24時間でした。疲れたけれど問
題ない旅でした。日曜日にこの本部まで来ました。 
昨日このメールをいただきました。中身を教会の皆
様に教えてください。今の私たちの研修会の内容と
同じですからちょっと興味があるかも。 
よろしくお願いします。 

ライヤ・フランシス


